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１. 本プロジェクトの背景

１． ものづくりを通して、 社会の発展に寄与します。
２． 確かな技術と情熱で、 お客様満⾜を追求します。
３． 新たな価値を創造し、 豊かな未来を実現します。

安藤ハザマは、ものづくりを通じて
社会・お客様の発展に寄与することを⽬的する総合建設会社です。

安藤ハザマ 企業理念

我が国が抱えるエネルギー問題に対し政府が⽰す政策・戦略
「（第5次）エネルギー基本計画」・「⽔素基本戦略」

・2030年に向けた⽅針
エネルギーミックスの確実な実現へ向けた取組の更なる強化

・2050年に向けた⽅針
エネルギー転換・脱炭素化（⽔素等）に向けた挑戦を掲げ、あらゆる選択肢の可能性を追求

安藤ハザマは、我が国のエネルギー問題を解決する⼀助となるべく
安藤ハザマ 次世代プロジェクト

を社会に発信します。



２. 本プロジェクトの⽬的

調整電⼒供給を担う電気事業者(旧⼀般電気事業者)における発電電⼒の低炭素化
に波及させることを⽬的としたプロジェクトです。

• 従来の変動負荷相当電⼒は、
旧⼀般電気事業者からCO2排出量の多い⽯炭⽕⼒発電所などで供給を担っていました。

• 本プロジェクトは、発電拠点の需要を上回る電⼒供給能⼒を持ち、複数遠隔建物へ電⼒融通し、
より多くの変動負荷相当電⼒を担います。（ベース負荷と変動負荷の担い⼿を逆転できるモデル）
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ガスエンジン発電

ガスタービン発電

燃料電池発電

蓄電池充放電

複数遠隔建物へ
電⼒融通

電
⼒

本プロジェクト
託送先含めた
負荷カーブ
発電拠点
負荷カーブ

系統電源供給
（変動負荷相当電⼒）

系統電源の調整供給⼒負担を緩和
（＝CO2排出量が多い⽕⼒発電抑制による低炭素化）

⽇本の電⼒問題の１つである旧⼀般電気事業者における調整電⼒の確保を緩和する⽅向に先導

従来システム ⽐較項⽬ 本プロジェクト
分散型電源 ベース負荷の担い⼿ 系統電源

系統電⼒ 変動負荷の担い⼿ 分散型電源
（次世代エネルギープラント）
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融通先の
ベース電⼒



３. 本プロジェクトのコンセプト

離れた敷地にある複数の遠隔建物（事業所）全体の
エネルギーを統合・最適化する新たな広域的省CO2化を図ることです。
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３つの省CO2技術（分散型電源、エネルギー融通、省エネルギー）を統合した
新たな統合エネルギーマネジメントシステムを構築

広域電⼒グリッドの利活⽤による
統合エネルギー（融通）マネジメントシステムの構築

【供給サイド】
⽔素等の利⽤を⾒据えた

省CO2分散型エネルギーシステム
の構築（導⼊）

【需要サイド】
（省エネルギーに関する）

既往技術と建物運⽤マネジメントを
融合した（徹底した）省CO2技術の実践

統合エネルギーマネジメントによる制御可能な分散型電源を運⽤し、
広域的な省CO2化を先導する。

ひいては、調整電⼒供給を担う電気事業者の低炭素化に波及させる。

安藤ハザマ 次世代エネルギープロジェクト
次世代に向けた新たな統合エネルギーマネジメント



・省ＣＯ２技術 1 供給サイド：⽔素等の利⽤を⾒据えた省CO2分散型エネルギーシステムの構築
・省ＣＯ２技術 2 需要サイド：既往技術・IoT技術・建物運⽤マネジメントを融合した省CO2技術の実践
・省ＣＯ２技術 3 広域電⼒グリッドの利活⽤による統合エネルギーマネジメントシステムの構築

４. プロジェクト全体の概要
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５. 省CO2技術１（供給サイド）：⽔素等の利⽤を⾒据えた省CO2分散型エネルギーシステムの構築

• 将来において⽔素等の運⽤を⾒据えたコージェネレーション群と
⼤容量NAS電池を組み合わせた省CO2分散型エネルギーシステムを構築します。

• コージェネレーション群の⾼効率な運⽤を実現するため、
技術研究所・⼟気⼯場の熱需要へ⾯的融通（排熱の有効活⽤）を図ります。

⼟気⼯場（千葉県千葉市）

温⽔ボイラ

⽔素混合可能
燃料電池

⽔素混焼可能
ガスエンジン

⼤容量
NAS電池 ⼟気⼯場

ｱﾝﾓﾆｱ混焼可能
ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ

蒸気ボイラ

備蓄燃料型
発電機

振動実験台

都市ガス

技術研究所（茨城県つくば市）

広域
電⼒
グリッド

A重油
電⼒

蒸気

凡例：
実線（新設）
破線（既設）

省CO2分散型 エネルギーシステム

電⼒

温⽔

太陽光発電

電⼒

⼤型⼯事現場（東京電⼒PG管内）

電⼒
⼤型

⼯事現場
⼤型

⼯事現場

電⼒

都市ガス

つくば
技術研究所

電⼒

電⼒

電⼒

省CO2分散型
エネルギーシステム

温⽔
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供給サイドは、
⽔素社会の到来を⾒据えた最新の次世代機器を採⽤し、過渡期における運⽤を実践



６. 省CO2技術２（需要サイド）：既往技術・IoT技術・建物運⽤マネジメントを融合した省CO2技術の実践

＜つくば・技術研究所＞

• 省CO2指標と居住者の健康指標を最⼤化するため、「省CO2・健康増進委員会（仮称）」を
運営し、運⽤改善マネジメントを実施し、健全に省CO2を図ります。

• IoTサーバーを整備し、環境制御だけでなく健康増進を⽬的とした運⽤改善を
PDCAサイクルに沿って継続して⾏います。
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需要サイドは、ネガワットの取り組みとして、
省エネルギーに関する既往技術・IoT技術・建物運⽤マネジメントを融合し、

徹底的に省CO2技術を実践します。



７. 省CO2技術３：広域電⼒グリッドの利活⽤による統合エネルギーマネジメントシステムの構築

• 統合マネジメントとは、⾃らの広域需要群において需要量予測をし、供給側において
同時同量供給量の調整を⾏うマネジメントです。

• 需要パターンが異なる事業所への電⼒・熱エネルギー融通を⾏い、分散型電源へ
⾼効率運⽤マネジメント⼿法を適⽤します。

• 分散型電源や蓄電池等の設置スペースがない事業所（現場）を含めた
広域的エネルギーマネジメント（電⼒融通）を⾏います。

発電機群
出⼒制御

搬送ポンプ
出⼒制御

供
給
︵
発
電
・
排
熱
︶
計
画

電⼒使⽤量
(⼟気⼯場)

（⼤型⼯事現場）

電⼒使⽤量
(技術研究所)

熱使⽤量
(技術研究所)実験予定気象情報 会議・研修

予定

温湿度 明るさCO2濃度

デ
␗
タ
蓄
積

需
要
予
測
・
発
電
管
理
サ
␗
バ
␗

宿泊予定 ⼯事⼯程 製造計画

フィードバック

需要サイド情報

需
要
予
測

統合エネルギーマネジメント

⼤容量NAS電池
充放電制御
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広域需要群における需要予測（需要サイド）と発電機群の出⼒調整（供給サイド）
を⾏うことで、複数遠隔建物の省CO2化を実現します。

そして、次世代に向けた新たなエネルギーマネジメントを実施します。



• 広域的エネルギーマネジメント（電⼒融通）とは、
電⼒会社（⼀般送配電事業者）の送配電ネットワークを通じて、発電した電気を同時に
遠隔地の事業所へ送る 「託送制度」※１を利⽤します。

• つくば技術研究所は、⽇々の運⽤・改善（需要予測精度、コスト検証等）を実施します。
※１：電⼒会社（⼀般送配電事業者）の託送供給約款に定める制度

８. 広域的エネルギーマネジメントに関する事業スキーム
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技術研究所
需要予測
発電管理
サーバー

⼟気⼯場 ⼤型⼯事現場
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気象情報

製造計画

需要サイド情報

気象情報

⼯事⼯程

需要サイド情報

⽔素混合可能燃料電池

⽔素混焼可能ガスエンジン

⼤容量NAS電池

省CO2分散型エネルギープラント

ｱﾝﾓﾆｱ混焼可能ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ

省CO2分散型エネルギープラント

電⼒広域的運営推進機関

需要電⼒データ

発電・需要計画

気象情報

⼯事⼯程

需要サイド情報

需要電⼒データ



9.【課題２】⾮常時のエネルギー⾃⽴と省ＣＯ２の実現を両⽴する取り組み

Phase2-2
都市ガス途絶時

Phase２-1
系統電⼒途絶時

Phase１
電気・都市ガス途絶時

通常時

系統電源電⼒

太陽光発電

備蓄燃料型発電機

○

⽔素切替・混焼可能
分散型電源

■インフラ途絶時における時間軸（Phase）に沿った電源の確保

NAS蓄電池

追
加
的
設
備

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○⽔素運転 ⽔素運転

※⽔素切替可能分散型電源は、⽔素燃料（備蓄タンク）による運転を実装。従って、都市ガス途絶時においても継続運転可能。
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つくば市地域防災計画やハザードマップを踏まえた
機能継続のための防災対策の実施します。

• エネルギー源の多重化を⾏い、BCP対策と省CO2の両⽴を実現します。
①省CO2分散型エネルギーシステム
a)⽔素混合可能燃料電池、⽔素混焼可能ガスエンジンで構成したコージェネレーション群の設置
b)⼤容量NAS電池の設置
c)⽔素切替・混焼可能電源への⽔素備蓄タンクの設置

②保安⽤発電機（既存の備蓄燃料型発電機接続系統を構内系統連系）
• 技術研究所内の研修⽤宿泊施設の開放等、帰宅困難者への対応⼒を強化します。



10. 【課題４】当該地域における他のプロジェクトを含めた省ＣＯ２技術の波及

• 「つくばCEMS構想」とは、分散型エネルギーインフラ整備に向けたマスタープラン
• 「つくば3Eフォーラム」とは、⽔素エネルギー活⽤社会の実装・普及を⽬指したタスクフォース群
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つくば市の「つくばCEMS構想」や「つくば３Eフォーラム」と協調し
つくば市の低炭素化や⽔素エネルギー活⽤社会の実装・普及を⽬指します。

安藤ハザマは、「環境未来都市」構想推進協議会や、
「つくば3Eフォーラム」の「次世代エネルギーシステムタスクフォース」に参画し、

いばらき⽔素利⽤促進協議会とも協調し、
低炭素化社会を推進する⼀員として活動しています。

上記図は、右記より引⽤ ・つくば市役所ホームページ 分散型エネルギーインフラプロジェクト 報告書概要版 http://www.city.tsukuba.lg.jp/shisei/torikumi/kankyo/1001888.html
・つくば3Eフォーラムホームページ http://eeeforum.sec.tsukuba.ac.jp/structure/



「サステナビリティレポート2018」を9⽉18⽇に
発⾏しました。
当社の「ＣＳＲ情報サイト」に掲載しております
ので、是⾮ご覧ください。

http://www.ad-hzm.co.jp/csr/

私たち安藤ハザマは

サステナブルな社会の実現に

貢献してまいります
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